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連結子会社の吸収合併(簡易合併・略式合併)に関するお知らせ 
 

株式会社トワライズ（以下、「当社」）は、本日開催の取締役会において、2026 年８月１日を効力発

生日として、当社の連結子会社である株式会社ＦＣパートナーズ （以下、「ＦＣパートナーズ」）を吸

収合併することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本合併は当社の 100%子会社の吸収合併であるため、開示事項・内容を一部省略して開示して

おります。 

 

記 

 

１．本合併の目的 

決済コンサルティング業務及び集金事務の代行業務を主業とするＦＣパートナーズを 2020 年にＭ

＆Ａにより完全子会社化し、当社とのシナジーを高めるべく協業及び業務集約を進めてきましたが、

さらに経営資源を集約しグループ全体の経営を効率化することを目的として、当社がＦＣパートナー

ズを吸収合併することといたしました。 

 

２．本合併の要旨 

（１）合併の日程 

吸収合併取締役会決議 2026 年５月 18 日（月） 

吸収合併契約締結日 2026 年５月 18 日（月） 

吸収合併効力発生日 2026 年８月１日（土）（予定） 

（注）本合併は、当社においては会社法第 796 条第２項に定める簡易合併であり、ＦＣパー

トナーズにおいては会社法第 784 条第１項に定める略式合併であるため、いずれにおい

ても株主総会の承認を得ることなく実施します。 

 

（２）合併の方式 

当社を存続会社、ＦＣパートナーズを消滅会社とする吸収合併方式とし、本合併によりＦ

Ｃパートナーズは解散します。 

 

（３）合併に係る割当ての内容 

ＦＣパートナーズは当社の 100％子会社であるため、本合併に際して株式の割当てその他

一切の対価の交付を行いません。 



また、本合併による当社の資本金の額及び資本準備金の額の変更はありません。 

 

（４）本合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

３．本合併の当事会社の概要（2025 年 7 月 31 日現在） 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１）名称 株式会社トワライズ 株式会社ＦＣパートナーズ 

（２）所在地 鳥取県米子市東福原 2 丁目 1 番 1 号 東京都中央区京橋 2 丁目 5 番 2 号 

A・M 京橋ビル 4 階 402 号室 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 古山 英明 代表取締役社長 高橋 幸治 

（４）事業内容 信用販売事業 決済コンサルティング業務、 

集金事務の代行業務 

（５）資本金 5 億 400 万円 600 万円 

（６）設立年月日 1963 年 8 月 12 日 2008 年 3 月 11 日 

（７）発行済株式総数 1,008,000 株 120 株 

（８）決算期 7 月 31 日 7 月 31 日 

（９）大株主及び持株比率 

 

松栄株式会社 

トワライズグループ従業員持株会 

株式会社クローバー・ネットワーク・コム 

株式会社山陰合同銀行 

第一生命保険株式会社 

株式会社鳥取銀行 

株式会社山口銀行 

株式会社ゆめカード 

米子信用金庫 

Ｎ Ｔ Ｓ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

一畑電気鉄道株式会社 

9.92% 

6.92% 

5.35% 

5.00% 

5.00% 

5.00% 

5.00% 

5.00% 

5.00% 

5.00% 

5.00% 

株式会社トワライズ    100％ 

（１０）直前事業年度の財政状態及び経営成績 

決算期 2025 年 7 月期（連結） 2025 年 7 月期（単体） 

純資産 3,891 百万円 58 百万円 

総資産 41,772 百万円 65 百万円 

1 株当たり純資産 3,354 円 73 銭 483,426 円 74 銭 

営業収益 7,156 百万円 43 百万円 

営業利益 758 百万円 7 百万円 

経常利益 846 百万円 7 百万円 

親会社株主に帰属する当

期純利益 

402 百万円 5 百万円 

1 株当たり当期純利益 383 円 49 銭 47,617 円 19 銭 

 



４．吸収合併後の当社の状況 

商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金及び決算期に変更はありません。 

 

５．今後の見通し 

本合併による当社の連結業績に与える影響は軽微であります。今後、公表すべき事項が生

じた場合には、速やかに開示いたします。 

 

以 上 

 


